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本書は臨床に携わるできるだけ

多くのリハ専門職に読んでほしい

書籍です．

2013 年に報告されたマイケル・

A・オズボーン准教授の論文「雇

用の未来」によると，今後 10〜20

年後には米国の総雇用者の約

47％の仕事がコンピュータ等に

よって自動化されるリスクが高い

との結論が示されています．その

一方で，われわれリハ専門職の仕

事はコンピュータに代替されにく

い創造的な仕事の一つに位置づけ

られています．

近年の医療はEBM（evidence-

baced medicine：根拠に基づいた

医療）の確立が積極的にすすめら

れ，その結果さまざまな診療ガイ

ドラインが作成されてきました．

この医療の標準化の流れは，安全

に効果的な医療を効率よく提供す

るために非常に重要な流れである

ことはいうまでもありません．し

かし，現場の医療従事者がガイド

ラインを安易かつ短絡的に採用す

ることにより，個別性を無視した

画一的な医療が提供されてしまう

可能性もあります．こうした流れ

は，PT・OT・STが提供するリハ

の領域においても例外ではありま

せん．リハ専門職は，EBM や診

療ガイドラインの内容にとどまら

ず，その作成過程や導入上の問題

点等も理解したうえで，対象者の

価値観を重視した個別性の高いリ

ハを創造することが必要であり，

そこにわれわれリハ専門職の存在

意義があると思うのです．

本書は，EBM・診療ガイドライ

ンに関する厚生労働科学研究の代

表研究者である中山健夫先生（京

都大学大学院医学研究科）が監修

し，クリニカル・クラークシップ

を含むリハ専門職の教育の分野で

ご高名な日髙正巳先生（兵庫医療

大学リハビリテーション学部），

診療ガイドラインを活用する際の

対象者と医療者との共有意思決定

（shared decision making：SDM）

の方法を精力的に研究されている

藤本修平先生（京都大学大学院医

学研究科）が編集されています．

また，執筆者には，編集の 2名の

先生を含む 24 名の第一線で活躍

されている先生方が名を連ねてお

り，ページをめくるごとに自身の

臨床を振り返りたくなるような構

成となっています．

本書では，EBM と診療ガイド

ラインはどのように成り立ち，ど

う活用するべきなのかという解説

から始まります．そして，これら

の基となる研究をなぜ批判的吟味

する必要があるのかに触れ，それ

を可能とするための基本的な知識

がわかりやすくまとめられていま

す．その中には，具体的な研究デ

ザインについてもまとめられてお

り，リハ専門職がクリニカルクエ

スチョンを明らかにするための研

究計画を立案する際に役立つ内容

となっています．以上の知識や視

点を踏まえたうえで，さらに診療

ガイドラインをどう活用するかを

疾患別の実例で解説しています．

特に，診療ガイドラインを用いた

具体的な SDM の方法論は，目標

設定等支援・管理料の新設等で国

がわれわれに対して期待している

手段そのものと感じます．最後

に，本書には教育における診療ガ

イドラインの活用法もまとめられ

ています．学内教育や臨床教育に

携わるリハ専門職は，教育を受け

る学生や臨床家をミスリードしな

いためにも本書の内容を確実に理

解することが求められると感じま

す．

本書を手に取ったときから多く

のリハ専門職は，EBM の基とな

る論文や診療ガイドラインを読み

解く視点が変わると思います．そ

の結果，臨床判断を下す際の思考

が変わり，対象者と共に適切に意

思決定されたリハの展開にさらに

近づくことができると思います．
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